
 
 

 

自動車リサイクラーズ

国際会議2014 in釧路 
NPO法人全日本自動車リサイクル

事業連合（JARA、天明茂理事長）が

主催する「第8回自動車リサイクラー

ズ国際会議（IRT）2014」が1～4日ま

で北海道釧路市内で開催された。世

界の自動車リサイクル事業関係者が

集まる場で、各国の自動車リサイク

ルの現状報告や今後の事業展開、国

際的な枠組みでの議論を行った。 

「釧路宣言」採択、 

世界へ向けて発信 

 同会議の日本での開催は、第3回を

東京で開催して以来となる。開催に

先立ち、NPO法人JARAの天明茂理事

長は「リサイクルシステムを新興国

に輸出していきたい」と今後の抱負

を述べた。日程の3,4日目に行われた

会議では、各国

の自動車リサイ

クルの現状や課

題などを報告し

たカントリーレ

ポートを基に議

論し、七つの項

目からなる「釧

路宣言」を参加

メンバーによっ

て採択した。同

宣言では、各国

の管轄規制の中

で95％を超える

高いリサイクル

率を達成していること、会議参加団

体が各国でリサイクル事業に利点を

もたらしていることなどを示した。

また市民レベルでの自動車リサイク

ル事業の認知度向上への取り組み、

各国政府行政側の自動車リサイクル

事業への関心の高まり、人材教育訓

練を行うことを目的としたJARA自動

車リサイクルテキストの世界的普及

などの重要性を認識したと宣言して

いる。 

リ協 清水会長 日本の現況を報告 

環境貢献の可視化実現を説明 

 日本自動車リサイクル部品協議会

（リ協）の清水信夫会長はカント

リーレポート報告の際に、日本側の

報告として講演を行った。清水会長

は日本の自動車リサイクルの普及促

進への取り組みについて説明し、リ

サイクル部品が明確に認知されてい

ないことを背景に「まだまだ日本国

内でのリサイクル部品の需要は伸び

る」と指摘した。 

 またリ協が取り組む「グリーンポ

イントシステム」についても解説。

自動車リサイクル部品の環境負荷削

減効果の数値を具体的に算定するこ

とで、ユーザーの判断材料となる環

境貢献の可視化を実現していること

を示した。 

-次のページへ続く 

CO2削減数値（SPLシステム） 

リユースパーツ使用による 

CO2削減効果参考値 

平成26年9月 

2,891t 
※一般、中・大型含む車を修理す

る際、新品部品を使用して修理す

る場合に出るCO2排出量とリサイ

クル部品を使用して修理する場合

のCO2排出量の差がCO2削減数値

になります。 

 

一般社団法人日本自動車リサイク

ル部品協議会と早稲田大学環境総

合研究センターがLCA（ライフ・

サイクル・アセスメント）の考え

方に基づき共同開発した「グリー

ンポイントシステム」より参照。 



―前ページの続き 

自動車リサイクラーズ国

際会議2014 in釧路 
この報告に対し、海外勢からは「実際

に数値を見える化しており、新しい切

り口となっている」（インドの参加

者）といった声が相次ぎ、具体的な二

酸化炭素（CO2）削減効果を示す取り

組みに注目が集まった。日本では東日

本大震災時に起こった福島第一原発事

故後のエネルギー不安により、地球温

暖化対策への議論が下火になっている

が、海外勢はCO2削減に積極的で関心

が高いと見られる。 

課題分かち合い情報交換推進 

  このほか、各国が抱える課題など

に、会議に参加した各国の自動車リサ

イクル協会が対応していく方針を公に

した。インドでは、使用済み自動車

（ELV）の明確な定義がないため基準

などのインフラ整備に向けた、各国で

の情報交換を行っていく。オーストラ

リアでは90％以上のリサイクル事業者

が、オーストラリア政府の工場安全基

準を満たしていない現状から、各国協

会が自動車リサイクル規制の作成など

を支援していく。次回のIRT会議開催

はハンガリーで行うことを基本として

議論を進めていくという。 

 一方で2日目に行った、北海道の有

力リサイクル事業者である髙橋商会

（髙橋敏社長）の工場見学会は、各国

の参加者から解体技術の高さと工場の

充実した設備に驚きの声が上がった。

見学会では、部品の再生や自動車スク

ラップなどそれぞれの工程などを紹

介。また、ニブラでの車両解体、タイ

ヤの破砕などを実演し、日本で資源の

再利用がどのように行われているのか

を披露した。 

 スペインのある参加者は「ヨーロッ

パより（解体効率が）進んでいるので

はないか」と称賛した。各国の代表か

らは、ニブラの操縦を評価する声も多

く聞かれ、「モデル工場」の設備力と

社員の技術力の高さをうかがわせた。 

株式会社JARA  

米カーパーツドットコム

と提携 
 
リサイクル部品情報提供 

自動車リサイクル部品流通を手掛ける

㈱JARA（北島宗尚社長、東京都中央

区）は3日、IRTが開催された釧路市内

の会場で米国の自動車リサイクル部品

流通システムを運営する「カーパーツ

ドットコム」（ジェフ・シュロダー最

高経営責任者、ケンタッキー州フォー

トライト）と事業提携することを発表

した。まずは、同社で取り扱う自動車

リサイクル部品の在庫情報をカーパー

ツドットコムに提供することから始め

る。将来的には「日米間で部品の相互

流通を行っていく」（北島社長）こと

を視野に入れる。 

 カーパーツドットコムは、米国で最

大のリサイクル部品流通システム会

社。北米の4千社を超える事業者が登

録しており、登録部品数は約1億5千万

点に上る。毎月40万人が閲覧し、1100

万点の部品が検索されているという。

また、言語は英語とスペイン語に対応

しており、欧州や南米、オーストラリ

アでの取引も可能だ。JARAは「2015

年内には、出荷体制を整えたい」とし

ており、カーパーツドットコム側との

具体的なシステム連携などのスケ

ジュールを「年明けには調整したい」

方針。 

 JARAは北米で巨大システムを構築

するカーパーツドットコムと提携する

ことで、自社で取り扱うリサイクル部

品の海外展開を狙う。また自動車リサ

イクル部品の市場として規模も大きい

日米間の部品流通を行うことで、両社

が新たな市場拡大を行うことが可能と

なる。 

自動車4団体から現状 

ヒアリング 
 
産構審が合同会議 

 経済産業省の産業構造審議会産業技

術環境分科会廃棄物・リサイクル小委

員会自動車ワーキンググループと環境

省の中央環境審議会循環型社会部会自

動車リサイクル専門委員会による第33

回合同会議が2日、都内の会議室で開

催された。自動車業界団体や学識経験

者、自治体関係者ら各委員が出席し、

自動車リサイクル制度の実施状況や課

題などについて各団体からヒアリング

を行い、内容を検討した。 

 今回の会議では、自動車リサイクル

制度における引取り業者及び流通業者

として、日本自動車販売協会連合会、

全国軽自動車協会連合会、日本中古車

販売協会連合会、日本オートオーク

ション協議会の4団体が自動車リサイ

クル法の執行状況や高度化・効率化に

向けた取り組みなどを報告した。報告

では、会員事業者への情報の提供や使

用済み自動車の判別方法、引取り業者

としての実際の業務の流れ、業界とし

ての現状と課題などをそれぞれ説明し

た。会議では自動車における3Rの推

進や質の向上、自動車リサイクル制度

の安定的かつ効率的な運用、今後のリ

サイクル制度のあるべき姿などの観点

から、現状における課題や解決方法な

どについて検討を重ねた。 

 

（日刊自動車新聞 10月9日（木）） 





 


